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７
月
25
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
の
道
庁
赤
レ
ン
ガ
庁
舎

に
、
北
海
道
遺
産
コ
ー
ナ
ー
が
新
設
さ
れ
、
そ
こ
へ
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館

縮
尺
２
５
０
分
の
１
の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
が
、
北
見
中
央
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
寄
贈
で
展
示
さ
れ
る
事
は
、
第121

号
の
会
報
で
報
告
し
ま

し
た
が
、
今
回
見
出
し
表
題
祝
賀
会
で
、
ピ
ア
ソ
ン
会
よ
り
「
感
謝
状
」

を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。
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◎開催日時：2025年８月 7日㈭　①午前 10時より 12時（10組）、②午後１時〜３時10組）
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◎問合せ　：ピアソン記念館（電話0157-23-2546）、

北
見
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
認
証
60
周
年
記
念
祝

賀
会
で
、
ピ
ア
ソ
ン
会
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
！

　

六
月
二
十
一
日
（
土
）
に
「
認
証
六
十
周
年
記
念
式
典
」

に
ピ
ア
ソ
ン
会
の
代
表
と
し
て
、
中
山
一
夫
理
事
長
が
招
待

を
受
け
出
席
し
ま
し
た
。
記
念
式
典
の
中
で
、
記
念
事
業
と

し
て
、
地
域
に
対
す
る
奉
仕
活
動
の
取
り
組
み
を
行
い
、
ビ

ア
ソ
ン
記
念
館
を
含
む
三
団
体
へ
の
寄
贈
と
、
交
通
安
全
啓

発
塔
の
修
精
費
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
団
体
へ

の
目
録
の
贈
呈
が
あ
り
、
さ
ら
に
各
団
体
か
ら
、
北
見
中
央

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
プ
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
へ
は
、
道
庁
赤
レ
ン
ガ
庁
舎
２
Ｆ 

「
歴

史
と
文
化
の
フ
ロ
ア
」
北
海
道
遺
産
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
ビ
ア

ソ
ン
記
念
館
ジ
オ
ラ
マ
（
四
十
万
円
）
が
寄
贈
さ
れ
て
い
ま

す
。
他
の
二
団
体
に
は
、
北
見
商
工
会
議
所
へ
は
、
北
見
経

済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
・
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
（
催
し
物
の
案

内
表
示
）
が
寄
贈
（
二
十
五
万
円
）、
社
会
福
社
法
人
「
川

東
の
里
」へ
は
、ぶ
ど
う
の
木（
ぶ
ど
う
園
）が
寄
贈（
三
十
万

円
）
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
北
見
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
」
様
に
は
、
ビ
ア
ソ
ン

記
念
館
の
『
門
と
ゲ
ー
ト
の
設
置
』、
外
国
語
で
の
『
音
声

案
内
シ
ス
テ
ム
』
の
寄
贈
、
そ
し
て
、
今
回
の
ピ
ア
ソ
ン
記

念
館
の
ジ
オ
ラ
マ
製
作
助
成
と
三
度
の
温
か
い
ご
支
援
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
会
員
一
同
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

【
右
写
真
】
ピ
ア
ソ
ン
会
か
ら
感
謝
状
。
背
景

に
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
が
透
か
し
で
配
置
。

【 上 写 真 】 ピ ア
ソン会中山理事
長（右）から飯田
北見中央 LC 会長
（左）へ感謝状を。
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７
月
５
日
土
曜
日
午
後
１
時
、
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
前
庭
で
恒

例
の
グ
リ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
深
緑
の
中
で
の
吹
奏
楽

演
奏
は
、
今
回
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
・
大
学
生
・
社
会
人
と
、

27
年
の
中
で
初
め
て
年
齢
層
が
揃
う
５
団
体
の
出
演
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
、
雨
の
心
配
の
な
い
１
日
で
し
た
が
、
北
見

市
内
は
32
度
と
な
り
ま
し
た
。
で
も
木
漏
れ
日
の
ピ
ア
ソ
ン
記

念
館
前
庭
で
は
さ
ほ
ど
暑
さ
も
苦
に
な
ら
ず
、
午
後
３
時
前
に

演
奏
会
を
無
事
終
了
。
楽
し
く
思
い
出
深
い
演
奏
会
で
し
た
。

　
最
初
は
市
立
中
央
小
学
校

　

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
演
奏
！

　
藤
高
等
学
校

　

吹
奏
学
局
の
演
奏
！

　

今
回
初
め
て
参
加
の
北
見
藤
高
等
学

校
吹
奏
楽
局
が
、
２
番
手
と
し
て
演
奏

を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
初
め
に
、
当
記
念
館
に
藤
高

生
徒
が
見
学
に
訪
れ
た
時
、
記
念
館
行

事
を
話
し
て
い
る
と
、「
藤
高
に
も
吹

奏
楽
部
あ
り
ま
す
か
ら
参
加
を
要
請
し

て
は
！
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い

ま
し
た
。
早
速
、
学
校
を
訪
問
し
顧
問

の
佐
藤
教
諭
に
、
コ
ン
サ
ー
ト
趣
旨
を

説
明
し
出
演
依
頼
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

市
立
中
央
小
学
校
は
、
第
２
回
目
の

グ
リ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
（
２
０
０
０
年
）

か
ら
連
続
し
て
（
コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
間

は
中
止
）
出
演
し
て
い
る
団
体
で
す
。

　

当
時
参
加
し
た
児
童
は
も
う
40
歳
近

く
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
２
代
目
の
参

加
者
も
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

中
央
小
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
は
、
今
回

３
曲
を
披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
「
青
と
夏
」・「M

y Favorite Thigs

」・

「CRAZY M
U

SIC IN
 TH

E AIR

」
と
、

難
し
い
曲
を
コ
ル
ネ
ッ
ト
・
ユ
ー
フ
ォ

ニ
ア
ム
・
チ
ュ
ー
バ
な
ど
、
伝
統
的
な

金
管
楽
器
の
編
成
で
の
演
奏
で
し
た
。

　

最
近
は
、
児
童
生
徒
の
減
で
活
動
す

る
児
童
も
少
な
く
な
っ
て
き
た
よ
う
で

す
が
、
反
面
音
楽
的
な
レ
ベ
ル
は
上
が

っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

指
導
さ
れ
て
い
る
林
先
生
・
佐
野
先
生

の
ご
苦
労
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
今

後
と
も
参
加
お
願
い
し
ま
す
。

【
写
真
左
】
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
で
演
奏
を

讃
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

【
写
真
右
】
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
と
し
て
の
出
番

を
待
つ
中
央
小
16
名
の
児
童
。

　

後
日
、
出
演
承
諾
の
メ
ー
ル
を
受
け

大
い
に
喜
び
ま
し
た
。

　

全
員
ふ
じ
色
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
、
そ
の

清
々
し
い
色
は
ピ
ア
ソ
ン
邸
の
藤
棚
が

満
開
の
時
の
よ
う
に
鮮
や
か
で
し
た
。

　

指
揮
は
吹
奏
学
局
の
小
間
音
楽
監

督
に
よ
り
、
６
曲
の
演
奏
と
な
り
ま
し

た
。Don't Stop M

e N
ow

・
赤
い
ス
イ

ト
ピ
ー
・
ス
タ
ー
ラ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

気
ま
ぐ
れ
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
夏
色
・

M
ICKEY M

O
U

SE M
ARCH

　

軽
快
な

指
揮
と
演
奏
で
観
衆
を
魅
了
さ
せ
て
い

ま
し
た
。
27
名
編
成
の
演
奏
に
、
テ
ラ

ス
に
設
置
さ
れ
た
写
真
の
ピ
ア
ソ
ン
夫

妻
も
微
笑
ん
で
、
初
参
加
の
高
校
生
を

迎
え
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

演
奏
終
了
後
も
、
高
校
生
た
ち
は
他

の
演
奏
団
体
を
応
援
し
て
く
れ
て
い
ま

し
た
。

【
写
真
右
】
女
子
校
か
ら
共
学
校
と
な
っ
て
、

男
子
部
員
も
数
名
お
り
感
激
で
し
た
。

【
写
真
左
】
小
間
音
楽
監
督
は
、
市
民
の
前
で

の
演
奏
機
会
を
喜
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
。

　
市
立
北
中
学
校

　

吹
奏
学
部
の
演
奏
！

　

北
中
学
校
も
第
２
回
の
グ
リ
ー
ン
コ

ン
サ
ー
ト
（
２
０
０
０
年
）
か
ら
の
出

演
校
で
す
。
今
年
は
36
名
で
の
参
加
と

な
り
ま
し
た
。

　

３
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。SU

N

、
次

に
デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ
ド
レ
ー
で
、
①
レ
ッ

ト
・
イ
ッ
ト
・
ゴ
ー
、
②
輝
く
未
来
、

③
彼
こ
そ
が
海
賊
、
そ
し
て
最
後
に
嵐

のH
appiness　

。

　

顧
問
の
段
城
先
生
の
指
揮
、
ま
た
生

徒
た
ち
は
、
聴
衆
を
如
何
に
楽
し
く
音

楽
を
聴
い
て
も
ら
え
る
か
、
工
夫
を
凝

ら
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
演
奏
が
、
毎

年
演
奏
を
聴
き
に
来
る
市
民
に
は
人
気
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と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
北
見
工
業
大
学
＆

　

日
赤
北
海
道
看
護
大
学

　
　
　
合
同
吹
奏
楽
部
の
演
奏
！

　

今
年
で
９
回
目
の
出
演
と
な
っ
た
、
国
立
北
見

工
業
大
学
と
日
赤
北
海
道
看
護
大
学
の
合
同
吹
奏

楽
部
が
４
番
目
に
演
奏
を
し
ま
し
た
。

　

１
曲
目
は
「
故
郷
の
空 in Sw

ing

」、
軽
快
な

テ
ン
ポ
で
私
た
ち
が
愛
唱
し
て
い
た
「
故
郷
の
空
」

を
ジ
ャ
ズ
風
に
し
た
演
奏
で
始
ま
り
ま
し
た
。
２

曲
目
は
、
ア
ニ
メ
の
「
チ
。」
の
主
題
歌
の
「
怪
獣
」

如
何
に
も
大
学
生
ら
し
い
曲
目
で
し
た
。
ラ
ス
ト

の
演
奏
は
「
宝
島
」。
こ
れ
も
伝
統
的
な
名
曲
と
言

わ
れ
る
選
曲
で
し
た
。

　

大
学
生
の
演
奏
は
、
そ
の
年
の
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
特
色
が
大
い
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。　

　
北
見
吹
奏
楽
団
の
演
奏
！

　

最
後
の
出
演
団
体
は
、北
見
吹
奏
楽
団
（
Ｋ
W
Ｅ
）

の
皆
さ
ん
。
今
年
は
28
名
の
編
成
で
参
加
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。通
常
フ
ル
編
成
で
は
60
名
規
模
で
す
が
、

社
会
人
と
な
る
と
約
半
数
の
方
々
は
昼
は
仕
事
で
参

加
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
す
。
今
年
で
16
回
目
の
出

演
で
す
。
ま
た
、
昨
年
同
様
団
員
さ
ん
た
ち
は
、
小

学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
、
大
学
生
の
演
奏
準
備
の

お
手
伝
い
を
積
極
的
に
援
助
し
て
く
だ
さ
り
、
老
齢

化
し
た
ピ
ア
ソ
ン
会
ス
タ
ッ
フ
は
動
か
な
く
て
も
、

順
調
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進
行
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
暑
さ
の
中
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　

１
曲
目
は
懐
か
し
い
「
ボ
ギ
ー
大
佐
」、
２
曲
目

に
「
優
し
い
あ
の
子
」、
３
曲
目
は
「
ラ
イ
オ
ン
キ

ン
グ
メ
ド
レ
ー
」、
そ
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
最
後
の
曲

と
し
て
「
ぼ
よ
よ
ん
行
進
曲
」。
拍
手
喝
采
で
し
た
。

　

や
は
り
最
近
の
演
奏
曲
は
、
テ
レ
ビ
や
ア
ニ
メ
な

ど
か
ら
の
も
の
が
多
く
、
時
代
を
感
じ
ま
す
。（
い
）

写真上】女生徒のトランペットの音色、きれいでした。
【写真右】段城先生の指揮で 36 名の呼吸もぴったり！

【写真左上】今年の指揮は沼倉さん、部長は澤田さん。
【写真下】男性が工大生？、そして女性が看護大生？、演
　　　　奏終了まで不明でした。

【写真右】指揮は関山さん。指揮者が先頭になってお手伝い
　　　　に参加していただきました。
【写真下】演奏会場の芝生も一度整地が必要となっています。
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「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
便
り
」
第
52
回

ピ
ア
ソ
ン
会
顧
問　

グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド
氏 

●
瞳ふぁっしょん・瞳けあ

めがね の よっしー
           代表　岩 井 敏 忠     

〒 090-0043 北海道北見市北３条西３丁目

 携帯 .090-2693-1919 ℡ .0157-57-3664

 定休日／毎週木曜日・営業時間／ 10 時〜 19 時

　
　
　
　

編 

集 

後 

記

　

記
録
的
な
暑
さ
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
は
２
階
の
展
示
室

が
暑
く
、
大
型
扇
風
機
を
設
置
し
ま
し

た
。
風
の
通
り
を
良
く
す
る
た
め
で
す
。

１
階
展
示
室
は
２
階
と
の
温
度
差
が
平

均
５
度
ほ
ど
低
い
の
で
す
が
、
今
夏
は

１
階
に
も
扇
風
機
を
入
れ
ま
し
た
。

　

第
27
回
の
グ
リ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
、

無
事
終
了
。
今
回
は
全
く
雨
の
心
配
の

な
い
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。
27
年
こ
の

コ
ン
サ
ー
ト
が
続
く
と
は
、
最
初
想
像

も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
良
く
こ

こ
ま
で
継
続
で
き
た
と
私
自
身
驚
い
て

い
ま
す
。
こ
の
会
報
も
27
年
間
に
な
り

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
、
続
く
よ
う
に
会
員

の
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　

中
学
歴
史
で
幕
末
の
「
不
平
等
条
約
」

に
つ
い
て
勉
強
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
中
に
『
関
税
主
権
の
放
棄
』

な
ど
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
「
関

税
」、
国
を
守
る
た
め
に
は
ど
う
し
て

も
必
要
な
も
の
？
あ
る
い
は
武
器
と
し

て
？　
　
　
（
副
理
事
長
兼
事
務
局
長
）
伊
藤　

悟

２
０
２
５
・
５
・
27(

火)

◆
昨
日
は
、
皆
さ
ん
と
楽
し
い
昼
食
会

を
共
に
で
き
、
嬉
し
く
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
朝
は
、
こ
れ
か
ら
常

磐
公
園
と
無
加
川
ま
で
散
歩
。
今
夜
は
、

北
見
大
学
の
方
々
と
集
い
ま
す
。

◆
土
曜
日
は
ピ
ア
ソ
ン
会
定
期
総
会
で
、

久
々
の
再
会
が
楽
し
み
で
す
。

◆
感
謝
し
つ
つ
、
グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド

２
０
２
５
・
５
・
29(

木)

◆
水
津
先
生
の
葬
儀
式
の
お
知
ら
せ
感

謝
い
た
し
ま
す
。
私
は
、
そ
の
場
に
集

う
よ
り
も
、
常
磐
公
園
ま
で
歩
き
、
池

の
水
辺
に
腰
を
下
ろ
し
、
美
し
く
静
寂

な
中
で
、
先
生
を
偲
ぶ
こ
と
に
決
め
、

そ
の
よ
う
に
い
た
し
ま
し
た
。

２
０
２
５
・
５
・
30(

金)

◆
水
津
先
生
の
ご
葬
儀
の
様
子
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
で
も
、
百
歳
の
お
誕
生
日
の
方
に

は
、
国
王
ま
た
は
女
王
陛
下
か
ら
祝
辞

が
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
百
人
一
首
の
英
訳
本
を
い
た
だ
き
、

楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。英
語
訳
は
、（
時

に
は
自
分
の
意
に
添
わ
な
い
も
の
も
あ

り
ま
す
が
、）
元
の
和
歌
を
理
解
す
る
の

に
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
自
分
が
、

初
め
て
日
本
語
を
学
び
た
い
、
と
考
え

た
原
点
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
思
い
起

こ
し
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
に
優
れ
た
翻

訳
で
あ
っ
て
も
、
原
典
の
よ
う
に
は
そ

の
意
味
深
さ
を
伝
え
き
れ
ま
せ
ん
。
私

が
一
番
好
き
な
の
は
、
逢
坂
の
関
を
詠

ん
だ
蝉
丸
の
和
歌
で
す
。〝
こ
れ
や
こ
の

行
く
も
帰
る
も
別
れ
て
は
知
る
も
知
ら

ぬ
も
逢
坂
の
関
〟

◆
明
日
は
、
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
で
の
総

会
で
す
。
再
会
な
ど
楽
し
み
で
す
。

２
０
２
５
・
６
・
２(

月)

◆
今
日
午
後
、
予
定
通
り
に
札
幌
へ
戻

り
ま
し
た
。
朝
の
北
見
駅
で
の
お
見
送

り
、
北
見
滞
在
中
の
お
気
遣
い
な
ど
、

感
謝
い
た
し
ま
す
。
親
し
い
方
々
と
の

交
流
の
時
を
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
健

康
に
留
意
の
上
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
に
。感
謝
を
も
っ
て
、グ
ラ
ハ
ム
・

ハ
ー
ド

２
０
２
５
・
６
・
18(

水)

◆
誕
生
日
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
札
幌
で
楽
し
く
過

ご
し
て
い
ま
す
。
午
後
、
古
い
道
庁
の

建
物
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
池
の
水
蓮

の
間
に
鴛お

し
ど
り鴦
の
群
れ
が
見
え
ま
し
た
。

２
０
２
５
・
６
・
25(

水)

◆
出
立
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
、
時
刻
通
り
成
田

20
：
00
発
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
行
き
の
出
発

ゲ
ー
ト
列
に
い
ま
す
。
と
て
も
暑
い
で

す
が
、
札
幌
か
ら
も
順
調
で
、
待
ち
時

間
た
く
さ
ん
。

◆
日
本
で
は
楽
し
く
、
北
見
を
訪
れ
る

機
会
も
あ
っ
て
、
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。

ピ
ア
ソ
ン
会
の
方
々
、メ
ン
バ
ー
の
方
々

に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
感
謝
を
も
っ
て
、
グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド

【写真】5月 31 日ハード氏を迎えて懇親会

２
０
２
５
・
７
・
９
（
水
）

　
　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
て

◆
北
見
は
30
度
半
ば
の
暑
さ
で
す
ね
。

ど
う
ぞ
、
健
康
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

こ
こ
自
宅
の
フ
ァ
ン
ガ
パ
ラ
オ
ア
で
は

寒
く
、
今
日
は
湿
度
が
高
い
で
す
。
薪

ス
ト
ー
ブ
が
快
適
で
す
。
北
海
道
か
ら

戻
っ
て
、
時
間
と
季
節
感
の
違
い
に
戸

惑
っ
て
い
ま
す
。

◆
幾
つ
も
の
家
族
が
皆
元
気
で
、
度
々

集
ま
り
ま
す
。
姪
一
家
が
学
校
休
み
を

利
用
し
て
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
か
ら
会
い
に

来
ま
し
た
。
若
い
い
と
こ
た
ち
が
再
会

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
日
曜
日
に
、
皆

が
集
ま
り
、
シ
エ
ー
ク
ス
ピ
ア
公
園
ま

で
散
歩
し
ま
し
た
。
天
気
は
最
高
で
、

新
鮮
な
空
気
を
満
喫
し
ま
し
た
。

◆
先
日
新
し
い
携
帯
電
話
を
入
手
し
ま

し
た
。
徐
々
に
慣
れ
良
い
働
き
を
す
る

よ
う
で
す
。ご
き
げ
ん
よ
う
、グ
ラ
ハ
ム
・

ハ
ー
ド

【
写
真
右
】
姉
と
、
姉
の
子
供
た
ち
と
、
そ

の
子
供
た
ち
。

ピ
ア
ソ
ン
邸
、
縁

ゆ
か
り
の
郷
土
菓
子

　上の包装パッケージデザイン
は、北見の㈱清月の「みかしわ」
です。ピアソン邸「三

みかしわ

柏のもり」
をイメージした銘菓です。

　

郷
土
の
銘
菓
と
し
て
永
年
郷
土
で
愛
さ

れ
て
き
た
銘
菓
「
み
か
し
わ
」、
で
も
最

近
は
「
赤
い
サ
イ
ロ
」
の
登
場
で
、
少
々

影
が
薄
れ
て
き
た
感
が
あ
り
ま
す
が
、
ピ

ア
ソ
ン
会
員
と
し
て
、
今
後
と
も
「
み
か

し
わ
」
を
盛
り
立
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　

北
見
か
ら
お
土
産
を
準
備
し
て
行
く
と

き
、
悩
む
人
が
い

る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
「
み
か
し
わ
」

は
ピ
ア
ソ
ン
邸
と

の
縁
も
あ
り
最
適

か
も
。


